
神経・生理心理学
神経系の話



神経系の概要

中枢神経系・・・脳・脳幹・脊髄

末梢神経系・・・中枢神経系以外のすべての神経線維

体性神経系・・・感覚器官と運動器官をつなぐ神経線維
随意筋を支配している

自律神経系・・・内臓（心臓・胃腸・血管等）の働きを管理している
不随意筋を支配している

末梢神経系

交感神経系・・・異化作用
緊急時に様々な身体機能を動員する

副交感神経系・・・同化作用
休息時にエネルギーの貯蓄を行う

自律神経系



中枢神経系と末梢神経系の図
中枢神経系 末梢神経系



中枢神経系

脳幹
呼吸・心拍・消化等の生命

維持に関わる

大脳辺縁系
情動に密接に関わる

大脳皮質
人間らしさを創りだす
高次機能に関わる

（下へ行くほど古い脳）

脳はおおまかに言って、進
化の過程を反映した3層の
構造として理解できる。



体性神経系

人形遣いが糸を引くように、脳は信号を送って、
体内の約640の筋肉を収縮させ、身体を動かす。

脳は、身体を動かすことによってはじめて、食物
を得たり、すみかを探したり、危険を逃れたりするこ
とができる。

骨格筋は単独では働かない。筋肉でできた身体
は、脳がコントロールするロボットのようなもの。

脳から筋群に送られる信号は運動野から出る。
信号は延髄の末端の錐体交叉で左右逆転し、さら
に脊髄を下り、運動ニューロンを経由して筋線雑に
届く。

求心性あるいは感覚ニューロン

・・・皮膚や眼などの感覚信号を伝達するニューロン

遠心性あるいは運動ニューロン

・・・脳からおもに筋肉に信号を伝達するニューロン



運動の総司令部は、頭頂部の大脳皮質にある二つの帯状の領域（運動野）だ。
ヘアバンドやヘッドホンをしたときに、その真下に当たる場所。

割り当てられる皮質は、重要な部位ほど広い。手は精密な動きが必要なので、体幹のよ
うな細かい動きを必要としない部位に比べると、はるかに大きな領域を占めている。



皮膚の感覚受容器（外受容器）が物理的なひずみや温度変化などによって刺激されると、
活動電位が発生し、脊髄を通って大脳皮質の体性感覚野に送られる。体性感覚野は運動
野のすぐ後ろに当たる。

皮膚の特定の部位に割り当てられる皮質の広さは、それぞれの部位の敏感さによって異
なる。たとえば手の親指に割り当てられて いる領域は、脚が占める領域よりも広い。



割り当てられた神経の広さから大切な場所ほど大きく表示すると・・・・

感覚 運動





自律神経系

交感神経系・・・異化作用（緊急時に様々な身体機能を動員する）
心拍数↑
瞳孔拡大

消化作用の抑制
拡散(全身反応)的であり、比較的長く持続する傾向にある

副交感神経系・・・同化作用（休息時に身体資源を貯え維持する）
心拍数↓
瞳孔収縮

消化作用の活発化
局所的で持続時間は比較的短い

副交感神経はライフル、交感神経は散弾銃に例えられる（Sternbach, 1966）

体内の器官の多くは、交感・副交感神経双方の支配を受けており（二重支配）、
両神経系は拮抗してはたらく。













ニューロン

軸索

軸索終末
核

樹状突起

細胞体

ランビエ絞輪

シュワン細胞

ミエリン

https://www.kenhub.com/en/library/anatomy/histology-of-neurons

軸索終末部の他のニューロンとの信号伝達部
位のことをシナプスという。

全ての神経系において情報処理を担う細胞をニューロンと呼ぶ 。

ニューロンは、他のニューロンから信号を受け取り、別のニューロンに伝える働きがある。

細胞体から出た複数の突起（樹状突起）は、他
のニューロンからの信号入力に使われる。

長い突起である軸索は、 他のニューロンへの
信号出力に使われる。

入力

出力

細胞体の大きさは1/100mmくらい

数mmから最大50cm



シナプス

シナプス間隙

レセプター

シナプス小胞 神経伝達物質

樹状突起

ニューロンとニューロンの間は、細胞に連続性がなく、すき間（シナプス間隙）がある。

シナプス間隙は、20から25nm（ナノ
メートル。1nmは10億分の1m）で髪の
毛の直径の600分の1しかないが、電

気的な信号はここを飛び越えることが
できない。

そこでシナプス前ニューロンの
膜から神経伝達物質という
化学物質が放出され、これが
間隙を通ってシナプス
後ニューロンの膜にある
レセプター（受容器）に
結合し、信号を伝える。



神経伝達物質には60を超える種類があり、現在も
新しいものが発見され続けている。

1930年代・・・アセチルコリン

末梢神経系の主要な神経伝達物質。運動神
経のシナプスを興奮させて筋を収縮させるが、
心臓の筋肉ではシナプスを抑制して心臓の活
動を低下させる。

1950年代・・・アミン系の神経伝達物質
ノルアドレナリン（筋と内臓の機能を興奮あるいは抑制する）
ドーパミン（筋の運動、覚醒、脳の興奮作用）
ヒスタミン（脳の興奮作用）
セロトニン（気分、食欲、疼痛、睡眠）

1960年代・・・アミノ酸やアミノ酸類似の神経伝達物
GABA、グリシン（脳の抑制作用）、
グルタミン酸、アスパラギン酸（脳の興奮作用）など

1970年代・・・神経ペプチド
エンドルフィン、エンケファリン、ソマトスタチン、P物質

1980年代・・・
一酸化二窒素などの単純な気体や、エネルギー分子であるATPなど


